















































時代（前 21 世紀）では、gaeš （GA.KASKAL）とよばれる官職者が公的な海外交易の最終責任者
であった。そして、初期王朝期後半に成立した語彙リストにも gaeš 官職があらわれるし（ED 









































（marhašu/marhuša）」（註 14）や du8-ši-a 石












おそらく第 3 代の王と考えられるリムシュはパラフシュ / マルハシともっとも激しい戦闘をお






の諸国とメルハがともにパラフシュ / マルハシに同盟してアッカドと敵対したとある（Frayne, 
RIME 2:57-58, Rīmuš 8）。じっさいこれは、メルハがメソポタミア側のテキストで政治的なコン
テキストで言及される唯一の例であるが、アッカドの書記は、パラフシュ / マルハシのさらに
































ki）」とあるのは、1 例だけである（Gudea St. D）。前 3 千
年紀のはやい時期からオマーン地方が、メソポタミアと深い関係をもっていたことは確実であ


















そらくもはや存在しない。ウル第 3 王朝時代のラガシュ出土文書に、「メルハの村落の貯蔵庫 
（i3-dub e2-dur5 me-luh-ha 
(ki)）」とよばれる穀物貯蔵庫がしばしば言及され、またときに人名 Me-
luh-ha もあらわれるから、かつてパルポラ兄弟はこの時期にメルハ人の村落が存在したと推定








ろう。はるかのち、前 1 千年紀のニネヴェで書かれた「神殿リスト」Canonical Temple List につ
ぎのような章句がみえる。
 456） e2-akkil   bīt 
d[nin-š]ubur ša2 kiš
ki 
 457） e2-akkil-du6-ku3            bīt 2 [š]a2 nippur
ki
 458） e2-tilmun-na                    bīt 3 
 459） e2-tilmun-na.ŠA                 bīt 4
 460） e2-igi-zu-uru16                   bīt 5
 461） e2-gada-a-ri-a                   bīt 6
 462） e2-eš-bar-me-luh-ha              bīt 7 ša2 gir2-su
ki 
　me-luh-ha の語を冠するニンュブル神の神殿が、かつてギルス（＝ラガシュ）に存在していた
というのである。テキストを編集したジョージが、これに“House of Decisions, which Cleans the Meʼs”
という訳を与えているように （George 1993, 82）、me-luh-ha は、「清められたメ（神の業
わざ
）」と解









































ンシャンとマガンの動向とが密接にむすびついていたのである（註 31）。シュルギ王治世第 47 年
の文書には、マガン経由海外交易の最高責任者であったブードゥが du8-ši-a 石をもたらし、ま
た王子のひとりがシマシュキを攻撃（?）した功績で、du8-ši-a と形容されるサンダルが与えら
れたとある（註 32）。このように du8-ši-a は、ある種の緑がかった色の皮を意味することもあった。
ウル第 3 王朝時代には、公的なマガン交易は gaeš とよばれる高級官僚によって監督された。す
でにシュタインケラーは、この時代の gaeš は、通商局長官ともいうべき役職であると述べて、
第 2 代の王シュルギ治世後半から第 4 代の王シュ・シン治世末年頃まで活動した gaeš ブードゥ
（Bu3-u2-du と表記されることがおおい）について、簡潔に論じている（Steinkeller 2004:104; id. 
2006: 3）。たしかに現在のところ、同じ時期に複数の gaešが活動していた証拠はない（註 33）。そして、
公的交易の最高責任者としての gaeš の役割は、ほぼまちがいなく初期王朝時代までさかのぼる。
gaeš が陸路による交易を担当していたことを明示する文書はない。ぎゃくにウル第 3 王朝時代
に「商人（dam-gar3）」が海上交易に従事していたかどうか、まだよくわからない。

















シュ知事から 600 グル（180,000 リットル）もの大麦を供出させていた（註 36）。
　gaeš の資本集積にかんして、おそらくシュルギ治世 30 年代に書かれたラガシュ文書 CT 9 18
が興味ある例を示している。この文書は、「前（?）知事」の肩書をもつアバムの財産のうち穀
物を調査した記録である。王がアバムの財産を没収するために、彼の財産調査を命令している
のである（Maekawa 1986: 147）。そのなかにつぎのような章句がある。CT 9 18, rev. iii 4） 122;4.4.0 
gur, 5） e2 lu2-uru-mu i3-si, 6） ki du10-ga dumu gaeš, 7） ša3 a-suhur
ki; 8） 186;4.4.4 sila3 gur, 9） e2-gaeš i3-si, 10） gir3 
ur-dgiš-bar-e3, 11） u3 an-ne2-ba-du7; 12） 35;.4.3.3 sila3 gur, 13） 5;4.2.7 sila3 ziz2 gur, 14） še gan2 apin-la2, 15） ki 
bu3-du11, 16） ša3 ur-sag-pa-e3. おそらくこれらは、アバムおよび彼の一族のものであった大麦が gaeš
の息子ドゥガのところに（rev. iii 4-7）、「gaeš の家」に（viii 8-11）、そして Bu3-du11 なる人物のと
ころに集められた（viii 12-16）と読むべきなのであろう。私たちは gaeš、および Bu3-du11 とよば
れているのは、他の文書でBu3-u2-duとしてあらわれる人物ブードゥのことだと考える。ブードゥ
自身と彼の息子が異なるセトゥルメント（ur-sag-pa-e3, a-suhurki）に大麦を集積していることに


























1）zabar-dil2 ma2-dilmun（e.g. DP 69, i 1）.
2）ma2-dilmun kur-ta gu2-giš mu-gal2  (Frayne, RIME 1: Ur-Nanše 2, 17, 22, 23); ma2-dilmun gu2-giš mu-gal2 (Ur-Nanše 5, 6a).
なお「木材（giš）」の直前にみえる語 gu2 についての解釈は、まだ確定的ではない。最近、フレインは Ur-
Nanše 2 その他にみえる表現を、“(Ur-Nanše, king of Lagaš) had ships of Dilmun submit timber as tribute from the foreign 
Land (to Lagaš)” と訳している（Frayne, RIME 1 84 et passim）。Cp. Cooper, SARI I 23: “(Urnanshe, king of Lagash,) had 
ships of Dilmun transport timber from foreign lands (to Lagash); Heimpel 1987: “(Dem Ur-Nanše, König von Lagaš,) legten sich 
Tilmunschiffe aus dem Land (nämlich Tilmun) das Joch auf den Nacken.”
3）E.g. Fö 194, i 1) [X]+14 ma-na A.EN-da.urudu, 2) nig2-sa10-ma, 3) lugal-an-da, ii 1-2) ensi2-lagaš
ki-ra, 3) ur-den-ki, 4) dam-gar3, 5) 
kur-dilmunki-ta, iii 1) mu-na-DU-a, 1.
4）ED Metals 27) gin2-dimun; cf. Picchioni, MEE 15 19: Ešbar-kin (Ebla) v 4) dilmun-gin2. 
5）ARET 5 7, xi 4) SAR?.[D]UB? MAH.X X [     ] X.GIŠ.ŠEki, xii 1) ŠUBURki Sum-ar-rum2
ki  TILMUNki, 2) GAR in ŠU in 
[D]UB?.ŠE3  DINGIR.DINGIR  X X “…, X.GIŠ.ŠE
ki, Subar, Sumer, and Tilmun, were placed in （his/her） hand” (Krebernik 
1992: 93). もちろんこの文学作品は、南メソポタミア起源とみなしてよい。
6）RTC 21, i 1) 60 naga gur-sag-gal2, 2) 60 ma-na nig2-ib, 3) 10 ma-na kur-gi-rin, 4) 21 giš-hur, 5) 1 GAD+A urudu, ii 1) 1 la-ba-
an-kur-ra, 2) nam-gaeš2-ak, 3) ma2-elam-ma-kam, 4) gir3-ni-ba-KU, 5) gaeš2-mah-e, iii 1) e2-gal-la, 2) i3-DU, 5; DP 518, i 1) 5 ma-na 
na4 si-sa2-ta sig2-ba gal-gal, 2) bar-tug2-bi 3-am6, 3) 5 ma-na ku3-luh-ha, 4) nig2-sa10-ma-kam, ii 1) bara2-nam-tar-ra, 2) dam lugal-an-
da, 3-4) ensi2-lagaš
ki-ka-ke4, 5) gir3-ni-ba-KU, 6) gaeš2-ra, iii 1) e2-gal-la, 2) e-na-la2, 3) kur dilmun
ki-še3, 4) ba-DU, 6. 





keš2; Akk. 11) MA2 me-luh-ha, 12) MA2 ma2-gan.KI, 13) MA2 tilmun.KI, 14) in ka3-ri2-im, 15) ši a-ka3-de3.KI, 16) ir3-ku-us [He 
moored the ships of Meluhha, Magan, and Tilmun at the quay of Agade.] これが、楔形文字テキストのなかでディルムン、
マガン、メルハを並べて記述する、もっともはやい例である。なお、マガン、メルハへの言及があるとして
ミカロウスキ（Michalowski 1988）によって紹介されたテキストは、やはり初期王朝時代にはさかのぼらず、アッ
カド時代ないしグデア王時代の作品のようにみえる。ISET 1 212, i 6) ma2-gan
ki, 7) me-luhki, 8) gu2 giš ha-ra-ab-gal2.
8）BIN 8 298, rev. 1) 1 i3 sila3, 2) da-ti, 3) lu2-tuš ma2 me-luh-ha-ka; Yang Zhi, Adab A 712, 10) [  ]+5;0.0.0 še-ba 4 guruš ma2 me-
luh-ha; Yang Zhi, Adab A 1014, 3) 0;0.3.0 me-luh-ha-m[e]; Banca dʼItalia, Adab 102, recto 1) 0;0.1.0 i3-šah2 
gišsum-ma sila3, 2) e2-
nig2-gur11-ta, 3) mu-ni-ra, 4) an-na-sum, verso 1) gir3-gin-na, 2) ma2 me-luh-ha-še3, …; CT 50 76, obv. 1) 10 gin2 ku3, 2) ku3 zu2-gul-
初期メソポタミア史のなかのディルムン、マガン、メルハ（前川・森）
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la-kam, 3) UR.UR ni-is-ku, 4) dumu amar-lu2-KU, 5) lu2-sun2-zi-da, 6) lu2 me-luh-ha-ke4, 7) i3-na-ab-su-su … 
9）「メルハの通訳」シュ・イリシュの印章（アッカド時代）がのこっている（Collon 1987: No. 637）。通訳者
のセム系人名に注意せよ。
10）たとえばラガシュ出土 ITT 1 1418 は「ディルムンの船」（建造？）のために多数の人々が動員されている
記録である。なおこの時代には、シュメール北部の都市ニップルでも、「ディルムンの船」を瀝青で補強して
いる（Westenholz, OSP 2 128, 132）。
11）もっとも典型的な作品は、ゾウ、ワニ、サイが描かれているテル・アスマル出土印章（おそらくアッカ
ド時代後期）である（Frankfort 1955: pl. 161, No. 642; D.T. Potts 1997: Fig. XII 5）。アッカド第 5代の王シャルカリシャ






路についてはポッツの論述を参照のこと（T.F. Potts 1994: 38-43）。
12）シュタインケラーの 2007 年論文にみえる地図（Steinkeller 2007: 219） を、1982 年論文のそれ（Steinkeller 






14）「マルハシ石」は、ウル第 3 王朝時代いらい、さまざまな時代の語彙リスト（e.g. MSL 10 58, HAR-ra XVI, 
Forerunner from Nippur: 119）、行政文書、文学テキスト（e.g. Lugal-e [ed. Van Dijk] 595, 597, 600, 602）にあらわれる。
石名が地名に由来することは、まちがいない。同定は確定していないが、シュタインケラーはクロライト（緑
泥石）ないしはステアタイト（凍石）ではないかとしている（Steinkeller 2006: 2-3）。
15）バビロニアの語彙リストでは、du8-ši-a 石は、しばしば「マルハシの」と形容される （e.g. MSL 10 5, HAR-
ra XVI 27: na4.du8-ši-a-mar-ha-ši: MIN pa-ra-ši-i）。du8-ši-a がなにを指すかも研究者によって見解がわかれる。たと
えばシュタインケラーは 1982 年には瑪瑙ないし玉髄と推定していたが（Steinkeller 1982: 250）、この語が緑青
を使ったある種の皮革の色を指すばあいがあることから、最近はマルハシ石とおなじく、クロライトないし
ステアタイトであろうと考えている（Steinkeller 2006: 3-5）。つまり彼は du8-ši-a と marhušu がおなじ石にたいす
る名称である可能性が高いとしているが、いっぽうで彼は、類似の 2 種類の石（クロライトとステアタイト）
についての、それぞれの呼称である可能性もあるという（Steinkeller 2006: 6-7）。
16）大規模な盗掘ののちジーロフト地域で開始された調査、発掘については、とりあえず Lawler 2004 を参照
のこと。ただ 2003 年にテヘランで公刊されたマジドザーデの書物（筆者未見）には、手きびしい評価がある
（Muscarella 2005）。なお 2008 年 6 月に総合地球環境学研究所（京都）で開催されたインダス文明とイランとの
交流にかかわる国際シンポジウムにおいて、マジドザーデが現段階でのコナル・サンダル発掘成果を報告し
ている。




18）Sargon 8 (Frayne, RIME 2:23-24), 1) śar-ru-GI, 2) LUGAL, 3) KIŠ, 4) [S]AG.GIŠ.RA, 5) [N]IM.KI, 6) u3, 7) pa2-ra-ah-śum.
KI [Sargon, king of the world, conqueror of Elam and Parahšum].
19）「リムシュ、全土の王、エラムおよびパラフシュの殺戮者」は Rīmuš 9（Frayne, RIME 2: 59-60）および 
Rīmuš 17（RIME 2: 67）にみえる。「エラムおよびパラフシュを殺戮したとき」という表現も、おおくのリムシュ
碑文にあらわれる（e.g. Rīmuš 11[RIME 2:62]）。
20）Narām-Sîn 25 (Frayne, RIME 2:130), 1) na-ra-am-dEN.ZU, 2) LUGAL, 3) a-ka3-de3.KI, 4) śa-pi2-ir, 5) KIŠ MI KAM, 6) 
KALAM, 7) NIM.KI, 8) ka3-li2-śa-ma, 9) a-di3-ma, 10) pa2-ra-ah-śum.KI, 11) u3, 12) KALAM, 13) [Š]UBURś
u-bar-tim.KI, 14) a-di3-
ma, 15) GIŠ.TIR, 16) [GI]Š.ERIN [Narām-Sîn, king of Agade, commander … of all the land of Elam, as far as Parahšum, and the 
land of Subartum as far as the Cedar Forest.]
21）Ibbi-Sîn 4 (Frayne, RIME 3/2: 374), 9) ur-GUN3-a-me-luh-ha
ki, 10) m[ar-h]a-šiki-[ta], 11) gu2-un-še3 mu-na-ab-tum2-ma-ni, 
12) tam-ši-lum-bi, 13) mu-dim2, 14) nam-ti-la-ni-še3, 15) a mu-na-[r]u, 16) ur-GUN3-a-ba, 17) he2-[d]ab5, 18) mu-b[i-i]m [（Ibbi-
Sîn） fashioned an image of a Meluhhan speckled “dog” (= leopard?) that had been brought to him as tribute from Marhaši. シュ
タインケラーも、これを豹とするが（Steinkeller 1982:253; 2006:11）、ポッツはチータと考えている（D.T. Potts 
2002）。
22）Narām-Sîn 4 (Frayne, RIME 2 100), 1) na-ra-am-dEN.ZU, 2) LUGAL, 3) ki-ib-ra-tim, 4) ar-ba-im, 5) BUR, 6) NAM.
RA.AK, 7) ma2-gan.KI [5-7: a bowl, booty of Magan]. このテキストにかんしては、T.F. Potts 1989:133-13; id.1994:235-
236; cp. D.T. Potts 1986.
23）Waetzoldt 1992:135; Heimpel 1982; id. 1987:69-70; D.T. Potts 1986; id.1990a 142-143.
24）D.T. Potts 1986:274-275.
25） Narām-Sîn 1004 (Frayne, RIME 2: 163), 9ʼ) kur-šubur-r[a] gaba-gaba-a-ab-[ba I]GI.NIM-ma x [x], 10ʼ) u3 ma2-gan.KI ma-da-
[ma-da-bi] kur x […], 11ʼ) bal-a-ri2 a-[ab-ba …] [The land of Subartum on the shores of the Upper Sea, and Magan, along with its 
provinces … the other side of the sea …].
26）プズリシュ・ダガン文書のなかに、マルハシから派遣された使者たちに小家畜などを与えた記録が、す
くなくともシュルギ治世末期からイビ・シン王初年にいたるまで、ほとんど途ぎれることなくのこっている
（Michalowski 2005:73-74 [Excursus 1: The rulers of Marhaši and their envoys to the Ur III court]）。
27）「神殿リスト」CTL 458 にみえる e2-tilmun-na については、ジョージは、”House of the Noble” ないし 
“Tilmun-House” と解釈している（George 1993:150）。なおイナンナ神のための同名の神殿がウルにも存在して
いた。CTL 343 e2-[tilmun-na]: [bīt 20] ša2 uri2
ki; MSL 13 73: Proto-Kagal 227） e2-dilmun. イシン・ラルサ時代の王碑文
にもこの神殿が言及されている（Išme-Dagān 9 iv 7’ [Frayne, RIME 4 41]; Warad-Sîn 27, 32 [RIME 4 253]）。フレイン
は後者にみえる e2-dilmun(-na) を “Solemn House” と訳しているが、いうまでもなく、これは、バビロニア人が
dilmun の語にアッカド語 kabtu の訳を与えていたことを前提としている。
28）イビ・シン治世 1 年のウル文書によれば、大量の羊毛がディルムンに運ばれている（UET 3 1507）。
29）Ur-Nammu Law Code (Roth, Law Collections 15)(A ii 78-86)ki-sar-ra ma2 Ma2-gan
ki-na dNanna a2 
dNanna lugal-ga2-ta he2-
mi-gi4 Uri2
ki-ma ha-ba-zalag2 [By the might of the god Nanna, my lord, I returned Nannaʼs Magan-boat to the quay (?), and made it 
shine in the city of Ur.]; Ur-Nammu 17 (Frayne, RIME 3/2:41), 12) gaba-a-ab-ba-ka 13) ki-SAR-a nam-gaeš bi2-sa2, 14) ma2-ma2-
gan šu-na mu-ni-gi4 [On the shore he had trade reach (the) ki-SAR-a (and) returned the ships of Magan into his (Nannaʼs) hands.]
30）Michalowski 1976: No. 21 (Puzur-Šulgi to Ibbi-Sîn), 10) ma-da ha-ma-ziki-ta en-na a-ab-ba ma2-gan-na
ki-še3.
31）MVN 10 149, ii 6-7) 70 guruš u4 1-še3, ugnim (SU.KU.ŠE3.KI.GAR.RA) ma2-gan
ki-še3 bal-a, 8-9) 30 la2-1 guruš u4 1-še3, 
ugnim an-ša-anki-ta bal-a. 私たちの解釈とはちがって、シュタインケラーはこれらの章句後半部を前半部ときり




32）MVN 13 672, obv. 1) 1 kuše-sir2 du8-ši-a [e2]-ba-an, 2) bu3-u2-du, 3) u4 
na4du8-ši-a mu-ni-kux-ra-a, 4) 1 
kuše-sir2 du8-ši-a [e2]-ba-
an, 5) šu-den-lil2 dumu-lugal, rev. 1) u4 LU2.SU.A
ki mu-tag-tag-a, 2) im-PI-e-eš2, 3) e2-a-i3-li2 maškim, 4) ki e2-a-i3-li2-ta, 5) ba-zi, 6) 
ša3 ki-sur-ra
ki, 7) iti mašda-ku3-gu7-a-kam, 8) Š 47. この文書前半部分は、シュタインケラーによって紹介されている
（Steinkeller 2006: 319）。
33）おそらくシュルギ王治世中頃にウル・ニギンムなる人物が「海の gaeš」として活動していた（Frayne, 
RIME 3/2 222: Šulgi 2036）。彼とブードゥとの関係は、まだわからない。 
34）ル・エンリラは、イビ・シン王より下賜された印章をもっており、このなかで彼は「海の gaeš (gaeš a-ab-
ba-ka)」とよばれている。なおこの印章が押されている UET 3 41 (Ibbi-Sîn 19) は裁判記録であって、ル・エンリ
ラは裁判で「裁判者（di-ku5）」の役割をはたしている。彼がブードゥの息子であることを直接的に示す文書
は UET 9 962, UET 9 371 である。両テキストとも海外交易にかかわる記録であり（前者には「海外交易（nam-gaeš 
a-ab-ba-ka）」という章句がみえ、後者では輸入された鉱物、石材が言及されている）、人名はそれぞれ lugal!-
den-lil2-la2 dumu bu3-u2-du (obv. 4ʼ-5ʼ)、lu2-
den-lil2-la2 dumu KA.MAH
? (rev. 5ʼ-6ʼ) と転写されているが、前者の前半部は
lu2-
den-lil2-la2、後者の後半部は dumu bu3-u2-du の誤写と推定できる。





えた（gir3 [rev. 12ʼ]）とされるル・エンリラが同名の gaeš と同一人物であるというのは、じゅうぶんにありうる。
文書の成立年であるイビ・シン 13 年には、「海の gaeš」ル・エンリラは、まだ活動していた（前註参照）。
36）ITT 2 776, obv. 1) 600;0.0.0 še gur, 2) gu2 ma2-gan-še3, 3) ki ensi2 gir2-su
ki-ta, 4) bu3-u2-du, 5) šu ba-ti, 6) kišib ur-gi6-par3, rev. 1) 
dumu šu-na-ka, 2) i3-dub a-ša3 i3-zi-na, …
37）UDT 38, obv. 1) [x]+20;0.0.0 še gur-lugal, 2) še bu3-u2-du, 3) ša3-bi-ta, 4) 62;4.0.0 sa2-du11 ensi2, 5) 40;0.0.0 eš3-didli, 6) 
30;0.0.0 ur-mes dumu ba-da-ri2
?, 7) 75;0.0.0 X.[   ], rev. 1) ur5-bi-še3-ba-du11, 2) 10;0.0.0 ur-SUKKAL, 3) 1;1.0.0 lu2-kal-la, 4) 
(erased). 
38）TCTI 2 L. 2768 (tablet), obv. 1) 1800;0.0.0 še gur, 2) numun? gub-ba ma2-gan-na, 3) ki ensi-gir2-su
ki-ta, 4) lu2-
den-lil2-la2, 5) šu 
ba-ti, 6) mu lu2-
den-lil2-la2-še3, rev. 7) kišib ur-kisal dumu lugal-mug
? (AŠ+NI), 8) gur-bi su-su-dam (Ibbi-Sîn 3).
39）UET 3 1689, obv. 1) 300 tug2 guz-za [gin], 2) 300 tug2. sag-uš-bar, 3) 300 tug2.uš-bar, 4) ki ur-
dšul-gi-ra-ta, 5) 2/3 gu2 sig2-GI, 6) 
e2-dub-ba-ta, 7) nig2-sa10-ma urudu ma2-gan
ki, … rev., 3) lu2-
den-lil2-la2 šu ba-an-ti (Ibbi-Sîn 4); UET 3 1511, obv. 1) 60 gu2 sig2-GI, 
2) 10 gu2 u2-NIN9-[   ], 3) 20 gu2 PEŠ.X.[   ], 4) e2-dub-ba-ta, 5) 70 tug2.uš-bar, 6) ki ur-
dšul-gi-ta, 7) 6;0.0.0 i3-giš-du10-ga gur, 8) ki 
lugal-gaba-ta, rev. 1) 180 kuš.[     ], … 4) nig2-sa10-ma urudu-še3, 5) lu2-
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